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寒冷地におけるハトムギの栽培法に関する研究

第6報　窒素の施用方法と生育・収量

一139－

玉川和良・鎌田健造・相馬或春・八木橋六二郎・山本忠志

（青森県農業試験場）

cultiv8tionofn8tO叫i（Cクf∬上々叩椚α→クAf Lv8L丑か岬〝Roman）intbeColdRegiono＝apan

6．Errectofnitrog印rertiliZer叩plic8tionontbegrowthandyield

KaZun8gaTAALAJLAm，Kenz石KAMADA・Toshih8ruS融A・

Rokujir石YAOIげA8lil andTadも8hiYAMAMOTO

（AomoriAgricultur81Experime山St8tion）

■

　

　

、

　

　

■

．

L

r

l

．

．
ト
　
■

1　ま　え　が　さ

第1，2報にはハトムギの移植用苗の育苗法・第3～5

報には三要素及び土壌改良資材施用甲有無と生育，豊熟に

関する調査及び強風の被害と脱粒性等について報告した。

今回は，昭和55～57年の3年間・窒素の施用方法と生育・

収盛等について検討したので，その概要を報告する0

2　拭　験　方　法

（1）供試品種：中里在来。

（2）栽植密度：40～45亡が×20の汀（オ当たり1Ll～12・5

株）。

（3）移植月日，方法：5月25，26日。1株1本■・手植え。

（4）水管理：移植～6月下旬常時湛水，7月上～下旬

間断饉澗」8月上旬以降無権水。

（5）区の構成と施肥

1）窒素施用量試験：窒素の拙用量を8当たり0・

oj，1．0，1．5，2．0，3．0，4．0晦の7段階とし，全量を

基肥に施した。

2）窒素施肥法試験こ　施用窒素の総量をa当たり1・0・

1．5，2．0晦の3段階とし，基肥と追肥量の比率及び追肥

の時期を変えて施した○なお，詳細は試験結果の表中に記

載した。また，試験1），2）とも燐軌カリは8当たり1・0

軸を基肥に施し，肥料は硫安，過石，塩加を用いた。

表1窒素施用量と生育・収量

3　試験結果及び考察

（l）窒素施用窒試験

出穂はN施用誌を少なくすると遅れろ傾向がみられたが・

Nl．5幅以上の区間ではその差は小さかった。

梓長はNl．5～2．0区まではN施用量の増加に伴い長くな

ったが，それ以上の区では逆に短くなったo

Nl．5晦を標準としたときの殻芙重く収量）指数はNO‾

41，NO．5－70，Nl・0－81，Nl・5－（100）・N2・0－105・

N3．0－110，N4．0－111で，Nl・5晦までは窒素を増施

することによりほほ直線的に増収したが，Nを捷準（1・5

吻）の2倍以上施しても10～11％しか増収しなかった。

収量構成要素をみると，無窒素及び少肥区（1・0毎まで）

では茎数や有効茎当たりの着拉致の減少等により収量が著

しく低下した。N2．0極以上の多肥区では茎数及び有効掌

当たりの者粒数は増加したが．反面，百粒垂が軽くなった

ために多肥による増収効果は小さかったo

N吸収量は村の増施こより直線的に増大したが，吸収N

の子実生産効率（殻実重／N吸収量）はN吸収量とは反対

に，村の増軌こ伴い低下し．その低下割合はNl・5晦から

2．0毎にかけて大きかった。

以上のように，N施用量が1・0吻以下と少ない場合は窒

素不足によろ収量低下が大きく・また・N2・0辱以上の多

肥栽培では多肥による増収割合が小さいことや・吸収Nの

N 施 用量 出 梯 期 梓　 長 茎 薫 重 殻 実 重 有効 茎数 一 有 効 茎 百 校 垂

当たり着拉致

N 吸収 量 吸 収 がの
子 実生 産

（七㌢／乙） （月 日） （亡か） （吻 ム ） 指 数 ％

（たか／乙）
（本／ガ） （拉／／本 ）
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3 0
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l 7．26

l 7．26

1 154
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l 8 8．0

l lO 3．2

l llO

l l l l3．0

4 ．0

1　　 69 l　 51・2　　 10・1 14．3 25

注，表中の数値は昭和56，57年の2年間の平均値。
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子実生産効率が著しく低下していることなどから，全量基

肥栽培の場合の窒素勤ま8当たり1．5毎位が適当と判断さ

れた。

（2）窒素施肥法試験

ハトムギは梓が伸びやすい性質があり，それが機械で刈

取り，収穫すろ際の作業効率や精度を低下させている最も

大きな要因となっている。試験1）の全量基肥栽培でのNの

適量は8当たり1．5毎と判断されたが，この2）の窒素の施肥

法式掛こおいては子実の安定生産と短樺化の両面から検討

した。

梓長は855，56年ともN少量区（1．0昭）と中量区（1．S

極）においては基肥の減量や追肥時期を遅らすことにより

短繹化する傾向がみられたが，N多量区（2．0吻）において

は基肥と追肥量の比率，追肥時期の違いによる差は認めら

れなかった。

殻実重は，N少量区（1．0吻）では全量基肥よりも追肥区

が高い値を示したが，その追肥区でも捺準区（恥3－1．5吻

全量基肥）に比べN不足の傾向がみられて，2年間の平均

で11％減収した。N多量区（2．0毎）では，施肥法の違いに

ょる収量差は少なく，また，標準区よりもN量を0．S極増

しても3～8％しか増収しなかった。N中量区（1．5吻）で

は恥5のNl．0－0－0．5－0区（指数平均99）と恥7のN

O．5－0．5－0．5－0（〝98）の2区が安定した収量を得た

が．極端に基肥量を減らした区や．基肥が少なく，しかも

表2　窒素の施肥法と生育・収量

追肥を遅くやった恥8～10区では収量が不安定で，なおか

つ減収した。

Ⅳ吸収量（データ略）は，N総量間では叶量を多くする

ことにより増大したが，吸収Nの子実生産効率は逆にN量

の多い区程低下する傾向を示した。なお，施肥法間ではN

少，中量区において差がみられて，追肥の比率の高い区や

追肥時期の遅い区ではN吸収量は多くなるが，子実生産効

率は低下する憤向がみられた。

以上のように，N総量が8当たり1．0晦では，追肥方式

をとってもが不足により低収となり，Nの総量が2．0時で

は，ぜい沢吸収的なN吸収がみられて，Nの吸収量は多く

なるが吸収封の子実生産効率が大きく低下するためにN吸

収量が多い割には収量はそれほど高まらなく，また，追肥

方式であっても短梓化がはかられていないことから，ハト

ムギに対すろⅣ総量は■当たり1．5毎位が適当と思われる。

なれ1．5毎区においては恥5区の基肥1．0極（全量の％）．

出穂期頃に0．5吻（〝巧）と恥7区の基肥に0・5吻（〝巧），

伸長初期，出穂期頃にそれぞれ0．5毎づつく〝∬づつ）追

肥した2区が，標準区（1．5毎全量基肥）よりも前者が7

～11〝，後者が14～17亡椚短梓になり，また，収量指数も前

者が94，101，101（平均99），後者は100，99，95（平

均98）と安定していることから，この2つの施肥法がハト

ムギの子実の安定生産及び短搾化という点から適当と判断

された。
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N　 極 ／ム 繹　　 長 殻　 実　 重　 指　 数 吸　 収　 N　 の

総 量 基 肥
追　　　　 肥 （Cが） ％ （吻 ム ） 子 実 生 産 効 率

1 2 3 8 5 5 5 6 S 5 5 S b 5 7 平 均 8 5 5 5 6 5 7

1
1．0

1 ．0 0 0 0 9 8 1 6 2 8 8 8 0 8 3 8 4 6 7 3 9 4 4

2 0 ．5 0 0 ．5 0 1 4 5 8 5 9 3 8 9 3 6 4 6

3

1．5

1．5 0 0 0 1 1 7 1 6 7 （5 3 ．0 ） （3 1 ．7 ） （3 2 ．7 ） （3 9 ．1 ） 6 6 3 7 4 5
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1 6 0
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1 0 1 1 0 1
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3 8 4 5

4 0
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6
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0

0 ．5

0

0 ．5

0 ．5

0
1 0 0 1 5 3 1 0 0 9 9 9 5 9 8 4 6 3 4 4 8

8

9

1 0

0 ．5

0 ．5

0

0

0

0 ．7 5

1 ．0

0 ．5

0 ．7 5

0

0 ．5

0

9 3

8 3

1 5 1 1 0 0

8 4

9 2 9 5

9 4

9 6 4 4

4 3

3 1 4 3

4 0

1 1

2 ，0

2 ．0 0 0 0 1 0 9 1 6 4 1 1 5 1 0 0 1 0 9

1 1 1

1 0 1

1 0 8

1 0 4

4 4 2 9 3 3

3 7

3 8

1 2 1．5 0 0 ．5 0 1 6 5 1 0 0 3 2

1 3

1 4

1．5

1．0

0

0

0

1 ．0

0 ．5

0 1 6 2 1 0 6 2 9

1 5

1 6

1．0

1．0

0

0

0 ．5

0

0 ．5

1 ．0

1 6 4 1 0 2 1 0 3

1 0 0

1 0 3 2 8 4 3

3 7

注．①　追肥月日：1回目6月25日（855）－6．25（56）一7．1（57），2回目7．24－7・30－7・23，3回目　なし‾8・21
－8．10。

②　857年の悍長は台風により最長茎の大半が切損したのでデータ記載せず。
（釘　殻実重指数の平均値は2年以上試験を行った区。

4　ま　　と　　め

ハトムギの水田移植栽培において安定した収量を得，な

おかつ短梓化をはかるためのNの総量はa当たり1．5喝位

が適当と患われた。

また，その施用方法としては，①基肥に全量の宛，追肥

を出穂期ころ（7月下旬ころ）に∬施す方法と，②基肥

に妬1回目の追肥を伸長初期ころ（6月下旬ころ），2

回目を出穂期ころにそれぞれ拍ずつ施す方法が適当と判
断された。




